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操作□― ドの位置を左右変更する場合

鱒竃曇婦号僚品再婁宣扇解引餡 弱圏難っを下執

Gス クリーンをブラケットからはすした状態で行つて下さい。      ヽ

(この作業手順のイラストは全て、操作コードの位置を室内側から見て右から左へ変更する場合のものです。)

1  こヨ景二:魯3魯[岳号予晏そ」芽系ゴ基墨こ
込みこじ開けます。

コードアジャスターの中からコードクリップを

取り出し、図のようにコードクリップとコードの

輪をそれぞれ両手で持つて引つ張り、コードクリ

ップからコードを取リタトします。    t

コー ドの結び目をほどき、コー ドをコー ドアジ

ヤスターの四角い穴から引き抜きます。

操作コー ドをスクリーン中央に引き、コー ドの
ロックを解除して下さい。(スクリーンが自由に

広がるイ犬惑です)

スクリーン上レール端の、コードロックセット

と逆端のエンドキャップを、上レールから引き

抜きます。

上レールをコードロック側に横ヘスライドさせ、

スクリーン本体から取り外します。
※エンドキャップ側ヘスライドさせようとするとフ

ック金具が号|つ掛かり、外せません。
(サイズによってはフック金具がついていない場合があります。)

コー ドロックキャップをはすし、コー ドを取り

外します。(ヨー ドロックキャップは、下画の突

起によって固定されています。少し力がいりま

すが、コードロックキャップ下部を押し広げ、突
起の部分のかみ合いをはすし、上方に持ち上げ
るようにして取り外して下さい)

操作コードの先端、輪になつている部分を左右
逆にします。
ヨードガイドの間からコー ドを手繰り寄せて先

端言「の位置を移動して下さい。       |
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コードロックベースの向きを左右反転させ(図a
→ b)、コードロック、ロックガイド上、ロックガ
イド下の位置を入れ替えます(図b→ C)。コード
ロックは図dのように、矢印がコードの出日の反
対側を向<よ うセットします。ロックガイド上と
ロックガイド下は、間にヨードを通し、図eの 向
き、位置となるようセットします。

$コ ードElックは取外し、取付けが多少目い場合が
ありますので、マイナスドライパー等を使い作業
して下さい。取付けの際ほコードロックベース
の切り込み奥までしっかりとセットして下さい。
6図 dのようにコードロックの金属部分が、ロック
ガイド上の突起の下側にある状態を確認して下
さい。

図c

コードロックはrJRり込
みの奥までしっかりと
セットする。

コー ドElックセットに図のようにコTド が通つ

ていることを確認し、コー ドロックキャップをし

ます。このときコー ドロックキャップとコー ド
ロツクベースの間にコー ドがはさまうないよう

に注意して下さい。

上レールを、コー ドロック側からスクリーン本体に差し込みます。
上レールの先端をコー ドロックと逆側のフック金具にはさみ込みます。
コー ドロックとエン ドキャップを固定します。
※スクリーン生地最上部には、プラスチックの板が入つていますので、この部分を上レールの中に通して下さい。

図d上 から見た図
コードロックの金属部分をロ
ガイド上の突起の下にする。
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骨稼密 F言曾櫓密ン 魯;i:そ密8轡暑言含
ります。

コー ドを、輪の書「分がコードクリップの幅の広い

方に向くように通し、クリップカパーを、幅の広
い側からコードクリップに押し込みます。

米このときコードの結び目は、コードクリップの
外に出ている状態にして下さい。

骨芝盤 員に堪夕|こ7多写?交晏垣男京ど召ご姜季F~

以上で、操作コードの左右位置変更は完了です。
二、三虜スクリーンを開閉させ、動作が正常であるか確認して下さい。
米操作ヨード位置の変更後、下レールが上レールと平行に動作しなくなつた場合は、
12の手順に戻り、コードクリップをそれぞれのコードにたるみができないよう固定し直して下さい。

コTド アジャスターの中にコ
ー ドクリップを入れ、コー ド

アジャスターとアジャスター

カ′`一を組み合わせる。


